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定
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新年度当初予算決まる！全会計総額約 371 億円新年度当初予算決まる！全会計総額約 371 億円 ＰＰ   2   2 

予算特別委員会・各常任委員会  Ｑ＆Ａ予算特別委員会・各常任委員会  Ｑ＆Ａ ＰＰ   3 - 7  3 - 7
議案等の審議結果（41件）ほか議案等の審議結果（41件）ほか ＰＰ   8 8 

均衡ある発展のため 格差是正を均衡ある発展のため 格差是正を （一般質問）（一般質問）ＰＰ   9 - 16　    9 - 16　  

研修視察報告、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄｸｲｽﾞ、市民の声 ほか研修視察報告、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄｸｲｽﾞ、市民の声 ほか PP  17 - 20 17 - 20

入園、おめでとう！入園、おめでとう！
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  平成 26 年 3月定例会

   歳入 主なもの一般会計

   歳出 主なもの 

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

自 主 財 源 82 億 3,575 35.3 5 億 9,104 7.7

市 税 60 億 3,076 25.9 2 億 7,310 4.7

繰入金ほか 22 億 499 9.4 3 億 1,794 16.8

依 存 財 源 150 億 7,825 64.7 7 億 5,296 5.3

地方交付税 45 億 19.3 0 0.0

国県支出金 55 億 4,741 23.8 6 億 9,716 14.4

市 　 債 36 億 1,410 15.5 △ 1 億 880 △ 2.9

地方譲与税 3 億 200   1.3 △ 777  △ 2.5

交 付 金 11 億 1,474 4.8 1 億 7,237 18.3

歳 入 計 233 億 1,400 100 13 億 4,400 6.1

当
初
予
算
？
・
・
・
新
年
度
が
始
ま
る
前
に
、
年
度
内
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
末
ま
で
）
に
お
け
る
収
入
と
支
出
を
見
積
っ
た
も
の
の
総
計
。
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
議
会
の
決
定
が
必
要
と
な
る
。

全 10会計

会　計　別 予算額
前年度 比較

金額 増減率

一 般 会 計 233 億 1,400 13 億 4,400 6.1

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 59 億 5,578 6,956 1.2

国民健康保険（直診） 1 億 5,392 △ 314 △ 2.0

後期高齢者医療保険 4 億 3,332 3,418 8.6

介護保険（事業） 30 億 9,010 1 億 4,116 4.8

介護保険（サービス） 334 32 10.7

下 水 道 16 億 6,611    △ 1 億 3,401 △ 7.4

農 業 集 落 排 水 5 億 8,406 2 億 6,096 80.8

戸 別 浄 化 槽 7,643 △ 41 △ 0.5

霊 園 1 億 904 9,577 721.9

企

業

会

計

水 道

収益
収入 8 億 966 6,329 8.5

支出 7 億 8,057 6,103 8.5

資本
収入 4 億 5,056 3 億 1,941 243.5

支出 6 億 8,304 3 億 5,512 108.3

病 院

収益
収入 2 億 6,695    △ 4,178 △ 13.5

支出 2 億 4,795    △ 5,303 △ 17.6

資本
収入 － － －

支出 2,124 △ 462 △ 17.9

歳入（収入）計 369 億 1,327 21 億 4,931 6.2

歳出（支出）計 371 億 1,890 21 億 6,689 6.2

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2位を四捨五入）

一般会計

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

義務的経費 99 億 379 42.5 3 億 6,878 3.9

人 件 費 40 億 3,099 17.3 △ 807 △ 0.2

扶 助 費 39 億 5,860 17.0 1 億 9,832 5.3

公 債 費 19 億 1,420 8.2 1 億 7,853 10.3

投資的経費 48 億 2,598 20.7 6 億 6,311 15.9

普通建設費 48 億 2,598 20.7 6 億 6,311 15.9

その他経費 85 億 8,423 36.8 3 億 1,211 3.8

物 件 費 29 億 5,438  12.7 3 億 5,365 13.6

補助費等 25 億 146 10.7 △ 6,164   △ 2.4

繰 出 金 22 億 8,763 9.8 7,272 3.3

歳 出 計 233 億 1,400 100 13 億 4,400 6.1

H26 当初予算総額　H26 当初予算総額　371371億億1,8901,890万円万円  
前年比 21億 6,689 万円・6.2％ 増前年比 21億 6,689 万円・6.2％ 増

平成 26年 第 1回 定例会
　　平成 26年度当初予算など 41議案等を審議

●市の借金（地方債残高）

地方債残高
　　　　　（千円）

1 人当たりの
地方債残高（円）

一 般 182 億 5,345 万 5 34 万 3,730 

特
別
会
計

下 水 道 100億 9,728万 7 19万 142

農業集落排水 24億 6,019万 9 4万 6,328
戸別浄化槽 1億 300万 0 1,940

企
業
会
計

病 院 1億 6,603万 7 3,127

水 道 56億 3,062万 2 10万 6,030

合 計 367 億 1060 万 0 69 万 1,296     

＊地方債残高は、平成 26 年 3月現在の数値。
＊平成 26 年 4月 1日現在の人口は 53,104 人。

　
●主な新規事業

★防災力強化事業 ( 各避難所への太陽光蓄電照明設置、
　ハザードマップの作成等 )
★臨時福祉給付金事業 ( 消費税率引上げに伴う暫定的・
　臨時的給付措置 )
★子育て世帯臨時特例給付金事業 ( 消費税率引上げに伴
　う暫定的・臨時的給付措置 )
★空の駅管理運営費
★商店街活性化対策事業補助金
★公文書データベース作成事業
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ち
の
現
金
が
な
く
て
も
収
納
す
る
こ
と

が
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
を
導
入
す

る
。

Ｑ
．
滞
納
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
が

そ
の
ほ
か
の
対
策
は
？

Ａ
．
納
税
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め

に
も
、滞
納
者
に
対
し
て
は
滞
納
整
理
、

滞
納
処
分
等
、
厳
正
に
対
応
す
る
よ
う

な
形
で
差
押
等
の
事
務
を
執
行
し
て
い

る
。

各
総
合
支
所
の
警
備
委
託
料

Ｑ
．
警
備
委
託
料
が
昨
年
度
に
比
べ
、

増
額
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
？　
　
　

Ａ
．
平
成
26
年
度
は
長
期
契
約
の
切
り

替
え
の
時
期
と
な
り
、
玉
里
総
合
支
所

52
万
５
０
０
０
円
は
、
１
月
当
た
り
に

換
算
す
る
と
人
件
費
が
４
万
円
と
燃
料

代
５
０
０
円
程
度
に
消
費
税
が
８
％
上

乗
せ
と
い
う
よ
う
な
金
額
と
な
り
、
妥

当
な
金
額
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、

玉
里
と
小
川
総
合
支
所
の
差
額
は
、
玉

里
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
も
玉
里
総
合
支
所
の
警
備
の

対
象
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
額
が

大
き
い
。

Ｑ
．
長
期
継
続
契
約
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
．
１
年
単
位
の
契
約
よ
り
は
低
い
金

額
で
契
約
で
き
る
。

放
射
線
対
策
事
業

Ｑ
．
局
所
的
に
放
射
線
量
の
高
い

箇
所
の
除
染
作
業
委
託
料
と
し
て

３
１
７
万
６
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

理
由
は
？

Ａ
．
子
ど
も
た
ち
の
施
設
を
中
心
に
続

け
て
い
る
警
戒
監
視
の
結
果
、
市
内
に

放
射
線
量
の
高
い
場
所
は
な
い
が
、
国

の
除
染
基
準
で
あ
る
毎
時
０
・
23
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
万
が
一
超
え
る
場

所
を
発
見
し
た
と
き
に
、
直
ち
に
除
染

を
行
う
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

収
納
対
策

Ｑ
． 

本
市
の
市
税
の
徴
収
率
の
順
位

は
、
県
内
で
ど
の
く
ら
い
に
位
置
し
て

い
る
の
か
？

Ａ
．
平
成
26
年
１
月
末
現
在
で
、
県
内

44
市
の
う
ち
第
21
位
と
中
間
に
位
置
し

て
い
る
。

Ｑ
．
さ
ら
な
る
収
納
率
向
上
の
た
め
の

方
策
は
あ
る
の
か
？

Ａ
．
市
税
納
付
の
利
便
性
と
納
税
者
の

納
付
機
会
の
拡
充
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
手
持

市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

　　平成 26 年の第１回定例会が３月 3日から 20 日までの 18 日間の会期で開かれ、平成 26 年度の当初予平成 26 年の第１回定例会が３月 3日から 20 日までの 18 日間の会期で開かれ、平成 26 年度の当初予

算を中心に 41 件の議案等について審議した（審議結果 8ページ）。算を中心に 41 件の議案等について審議した（審議結果 8ページ）。

　その中で、３月 10 日、11 日の 2日間にわたり、26 年度の当初予算（全 10 会計）を審査するため、予　その中で、３月 10 日、11 日の 2日間にわたり、26 年度の当初予算（全 10 会計）を審査するため、予

算特別委員会を設置し審査した。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせする。算特別委員会を設置し審査した。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせする。

平成 26 年度の当初予算を審査
　　　　　　　　　予算特別委員会 Ｑ＆Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全議員で構成される予算特別委員会　
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  平成 26 年 3月定例会

　 委員会 QA

合
併
特
例
事
業
債

Ｑ
．
合
併
特
例
債
借
入
額
の
合
計
は
？

Ａ
．
借
入
状
況
は
25
年
度
末
で
98
億
円

で
、
新
年
度
借
入
額
の
24
億
６
０
０
０

万
円
を
足
し
て
、
26
年
度
末
で
１
２
２

億
７
０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
借
入
の
今
後
の
見
通
し
は
？

Ａ
．
実
際
の
借
入
可
能
額
は
約

２
０
０
億
弱
あ
り
、
さ
ら
に
10
年
延
長

で
き
る
。
基
本
的
に
は
建
設
事
業
関
係

の
起
債
に
つ
い
て
は
、
約
１
３
５
億
円

程
度
に
お
さ
め
て
い
く
予
定
で
あ
る

が
、今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た

い
。

希
望
ヶ
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
工
事

Ｑ
．
希
望
ヶ
丘
公
園
整
備
工
事
費

３
０
０
０
万
円
の
内
容
は
？

Ａ
．
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
の
改

良
と
土
の
入
れ
替
え
等
を
行
う
。

Ｑ
．
芝
の
部
分
の
整
備
は
？

Ａ
．
予
算
の
関
係
で
、
芝
生
の
部
分
は
現

Ａ
．
26
年
度
中
に
、
羽
鳥
小
学
校
の
基

本
構
想
の
策
定
に
向
け
調
査
を
始
め
、

子
ど
も
の
た
ち
の
学
校
生
活
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
早
急
に
対
応
し
て
い

く
。

小
美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
予
定
は

Ｑ
．
小
美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き
の
利
用
状

況
は
？

Ａ
．
24
年
度
に
新
規
オ
ー
プ
ン
し
大
幅

に
利
用
者
が
増
え
た
。
25
年
度
も
ほ
ぼ

同
じ
利
用
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
．
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
の
考

え
と
、
そ
の
時
期
は
？

Ａ
． 

民
間
の
も
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

管
理
コ
ス
ト
の
低
減
化
が
図
ら
れ
る
た

め
、
移
行
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
時

期
は
、
サ
ウ
ナ
設
置
な
ど
の
整
備
完
了

後
の
平
成
28
年
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

羽
鳥
保
育
所
跡
地

Ｑ
．
４
月
か
ら
羽
鳥
保
育
所
が
民
設
民

営
に
移
管
さ
れ
る
。
旧
保
育
所
の
園
舎

は
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ
．
老
朽
化
が
激
し
い
の
で
解
体
す
る

予
定
。

状
回
復
程
度
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

○　

10
年
来
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
が

悪
く
利
用
し
づ
ら
か
っ
た
。
整
備
後
は

長
期
間
に
わ
た
り
気
持
ち
よ
く
使
え
る

よ
う
な
工
事
を
す
る
べ
き
。

羽
鳥
小
学
校
の
教
室
不
足
改
善

Ｑ
．
羽
鳥
小
学
校
で
は
、
26
年
度
か
ら

１
年
生
が
４
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
等
か

ら
、
教
室
が
不
足
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
？

Ａ
．
26
年
度
は
、
特
別
教
室
を
普
通
教

室
に
整
備
し
て
対
応
す
る
。

Ｑ
．
27
年
度
以
降
も
教
室
不
足
が
心
配

さ
れ
て
い
る
が
如
何
か
？

○　

長
期
契
約
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
生
か
し
た
形
の
中
で
、
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

電
話
交
換
受
付
業
務

Ｑ
．
電
話
交
換
受
付
業
務
の
委
託
時
間

と
人
員
は
？

Ａ
．
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
で
、
職
員
１
名
と
派
遣
社
員
１

名
の
計
２
名
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
．
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
の
窓
口

業
務
の
延
長
が
あ
る
が
、
延
長
時
間
の

電
話
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
？

Ａ
．
午
後
５
時
15
分
以
降
は
、
警
備
員

１
名
で
対
応
し
て
い
る
。

○　

電
話
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
き
ち
ん
と
し
た
電
話
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

教
育
・
福
祉
・
医
療

希望ヶ丘公園グラウンド
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委員会ＱＡ

り
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
習
得
状
況
を

個
別
に
把
握
す
る
も
の
。
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
も
引
き
継
が
れ
、
指
導
に
用

い
て
い
る
。「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」は
、

学
校
や
市
が
、
学
年
ご
と
の
家
庭
学
習

時
間
の
め
や
す
な
ど
を
明
記
し
た
手
引

き
を
作
成
・
配
布
し
、
家
庭
学
習
の
定

着
を
図
っ
て
い
る
。

（
仮
称
）
宮
田
防
災
公
園
整
備

事
業

Ｑ
．
進
捗
状
況
と
完
成
時
期
は
？

Ａ
．
平
成
26
年
度
か
ら
全
面
工
事
で
一

気
に
進
め
る
予
定
。
建
物
、
駐
車
場
等

が
最
後
に
な
る
が
、
年
度
内
完
成
を
め

ざ
し
て
い
る
。

区
の
３
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
予
定
も
あ
り
、
各
区
長
と
公
園
の
名

称
等
の
件
も
含
め
て
協
議
を
行
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
を

や
り
た
い
と
い
う
話
も
出
て
い
る
の

で
、市
と
し
て
も
協
力
し
て
い
く
考
え
。

○　

い
ず
れ
は
７
km
前
後
の
桜
が
見
ら

れ
る
観
光
資
源
と
な
り
得
る
こ
と
な
の

で
、
市
民
へ
の
周
知
等
も
あ
わ
せ
市
も

ぜ
ひ
支
援
を
。

公
共
下
水
道
事
業

Ｑ
．
多
額
の
事
業
費
を
投
入
し
て
い
る

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
促
す
取
り
組

み
は
？

Ａ
．
地
域
の
特
性
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

青
年
就
農
給
付
金
事
業
費
補
助
金

Ｑ
．
補
助
金
の
内
容
は
？

Ａ
．
青
年
の
農
業
意
欲
の
喚
起
と
就
農

後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
就
農
後
５
年

間
、
年
１
５
０
万
円
を
支
給
す
る
。
今

回
は
14
経
営
体
に
交
付
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

○　

農
業
を
継
ぐ
青
年
が
少
な
い
中
な

の
で
、
し
っ
か
り
と
こ
の
補
助
事
業
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
指
導
を
お
願
い
し

た
い
。

石
岡
地
域
Ｊ
Ａ
合
併
推
進
協

議
会
補
助
金

Ｑ
．
補
助
額
３
０
０
万
円
の
使
途
と
具

体
例
が
あ
っ
た
ら
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
．
合
併
推
進
協
議
会
の
事
業
費
と
し

て
、
協
議
会
経
費
、
式
典
、
研
修
経

費
、
人
件
費
等
な
ど
に
交
付
す
る
。
支

店
数
や
農
協
会
員
数
等
を
考
慮
し
、
小

美
玉
市
が
３
０
０
万
円
、
石
岡
市
が

１
０
０
万
円
支
出
す
る
。 

大
井
戸
湖
岸
公
園
整
備
事
業

Ｑ
．
間
も
な
く
完
成
す
る
が
、
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
は
？

Ａ
．
大
井
戸
平
山
区
、
川
中
子
区
、
岡

○　

跡
地
は
、
公
園
に
す
る
な
ど
有
効

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

心
配
ご
と
相
談
事
業

Ｑ
．
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施
状
況

は
。
ま
た
、
弁
護
士
の
対
応
日
は
混
ん

で
い
て
す
ぐ
に
相
談
で
き
な
い
が
、
そ

の
対
応
は
？

Ａ
．
相
談
日
は
月
４
回
で
、
３
地
区
を

巡
回
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
弁
護
士

対
応
は
そ
の
う
ち
の
月
２
回
で
、
予
約

は
多
い
が
対
応
で
き
て
い
る
の
で
26
年

度
も
同
じ
回
数
を
予
定
し
て
い
る
。

○　

待
た
ず
に
相
談
で
き
る
体
制
が
望

ま
し
い
の
で
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

学
力
向
上
の
取
組
み

Ｑ
．
学
び
の
広
場
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の

内
容
は
？

Ａ
．
夏
休
み
に
、
小
学
４
、５
年
生
を

対
象
と
し
て
算
数
の
指
導
を
行
う
。
１

日
２
時
間
を
５
日
間
実
施
す
る
県
補
助

事
業
。

Ｑ
．
学
校
支
援
対
策
事
業
の
「
個
人
カ

ル
テ
」
と
「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」
の

内
容
は
？

Ａ
．「
個
人
カ
ル
テ
」
は
、
学
年
ご
と

に
作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
よ

都
市
建
設
・
産
業
経
済

宮田防災公園予定地

　完成間近の大井戸湖岸公園
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「
職
員
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
設
置

Ｑ
．「
職
員
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
設
置
す
る
目
的
は
？

Ａ
．
こ
こ
ろ
の
健
康
に
配
慮
し
た
必
要
な

措
置
等
を
専
門
的
な
見
地
か
ら
行
っ
て
い

た
だ
き
、
本
市
職
員
の
健
全
か
つ
円
滑
な

職
場
環
境
を
構
築
す
る
た
め
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
資
格
を
持
つ
方
か
？

Ａ
．
臨
床
心
理
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
資
格
を
持
ち
、
実
績
の
あ
る
方
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ
．
具
体
的
な
仕
事
は
？

Ａ
．
職
員
が
こ
こ
ろ
の
不
調
を
訴
え
た
場

合
に
、
相
談
に
の
っ
た
り
、
病
院
等
を
紹

介
し
た
り
し
て
、
そ
の
相
談
ご
と
の
解
消

を
図
る
。

市
公
用
バ
ス
整
備
基
金

Ｑ
．
市
公
用
バ
ス
整
備
基
金
を
設
置
す
る

目
的
は
？

Ａ
．
現
在
運
用
し
て
い
る
公
用
バ
ス
の
老

朽
化
に
伴
い
、
計
画
的
な
更
新
を
図
る
た

め
。

消
防
行
政

Ｑ
．
茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
・
高

機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

の
小
美
玉
市
負
担
金
は
？

Ａ
．
総
額
80
億
９
２
８
万
円
の
う
ち
の

２
億
３
９
０
９
万
７
０
０
０
円
。

Ｑ
．
工
事
内
容
は
？

Ａ
．
デ
ジ
タ
ル
無
線
関
係
で
は
、
無
線
基

地
局
30
局
の
整
備
、
非
常
用
発
動
発
電
設

備
の
設
置
等
。
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
関
係

で
は
、
１
１
９
番
受
信
の
指
令
台
、
各
消

防
署
に
指
令
す
る
指
令
伝
送
装
置
等
の
整

備
を
行
う
。

玉
里
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

Ｑ
． 

玉
里
総
合
運
動
公
園
の
整
備
事
業

費
、
平
成
26
年
度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
整
備
内
容
は
？

Ａ
．  

天
然
芝
の
多
目
的
広
場
を
５
０
０
０

㎡
拡
張
す
る
。
大
人
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

で
は
1
面
し
か
取
れ
な
か
っ
た
も
の
が
2

面
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
対
応
程
度
の
照
明
を
つ
け
る
予
定
。
園

路
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
最

長
１
km
の
コ
ー
ス
整
備
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街

Ｑ
．
市
公
用
バ
ス
の
１
日
の
運
行
可
能
な

台
数
は
？

Ａ
．
定
員
42
名
の
バ
ス
が
３
台
と
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
２
台
の
計
５
台
を
保
有
し
て
お

り
、
最
大
４
台
ま
で
運
行
で
き
る
。　
　

Ｑ
．
利
用
状
況
は
？

Ａ
．
昨
年
度
の
延
べ
運
行
日
数
が
８
０
６

日
で
、
平
成
26
年
度
が
７
１
２
日
の
運
行

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
割
合
は
、
市
の

行
事
等
が
15
％
、
学
校
関
係
が
35
％
、
一

般
の
公
的
団
体
が
50
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
運
転
手
の
雇
用
形
態
等
は
？

Ａ
．
運
転
従
事
者
は
、
業
務
委
託
し
て
い

る
も
の
が
２
名
、
臨
時
職
員
が
１
名
、
職

員
が
１
名
の
計
４
名
。

　本会議で付託された 26 件の議案等について、3月 13 日から 17 日にかけて行われた各常任委員会
で審査した。主な質疑応答の内容をお知らせする。

委員会 Ｑ＆Ａ
各委員会で付託された 26議案等を審査

総　
　

務

総　
　

務

臨
床
心
理
士
？
・
・
・
臨
床
心
理
学
に
基
づ
き
、
相
談
者
が
抱
え
る
精
神
的
、
心
理
的
問
題
や
不
適
応
行
動
な
ど
の
援
助
・
改
善
へ
の
援
助
等
を
職
務
内
容
と
す
る
心
理
職
専
門
家
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉

　 委員会 QA

　市公用バス
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灯
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
夜
間
で
も
利

用
し
や
す
く
す
る
。
さ
ら
に
、
駐
車
場
約

３
０
０
台
分
の
整
備
と
子
ど
も
の
遊
具
の

更
新
工
事
を
行
う
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

状
況
は

Ｑ
．
25
年
度
か
ら
、
70
歳
以
上
の
免
許
を

お
持
ち
で
な
い
方
に
も
タ
ク
シ
ー
券
を
配

付
し
て
い
る
が
、
利
用
状
況
は
。

Ａ
．
現
在
ま
で
に
、
約
３
０
０
人
の
方
か

ら
申
請
を
受
け
て
タ
ク
シ
ー
券
（
初
乗
り

料
金
７
１
０
円
×
24
枚
）
を
交
付
し
て
い

る
。

○　

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
。
引
き
続

き
、
周
知
に
努
め
な
が
ら
事
業
展
開
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
、
１
人
あ
た
り
の

交
付
枚
数
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
ほ
し

い
。

野
菜
高
騰
に
よ
る
給
食
材
料
費
へ

の
影
響
は

Ｑ
．
こ
の
冬
、野
菜
が
急
激
に
高
騰
し
た
。

給
食
材
料
は
、
入
札
で
供
給
業
者
と
価
格

が
決
ま
る
と
思
う
が
、
業
者
に
対
す
る
材

料
費
支
払
い
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
か
。

Ａ
．
以
前
か
ら
、
野
菜
の
仕
入
れ
値
が
大

き
く
変
動
し
た
と
き
は
、
基
準
に
則
り
差

か
し
て
つ
跡
地
の
バ
ス
専
用
道
化

事
業

Ｑ
．
旧
小
川
駅
跡
地
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

工
事
の
進
捗
状
況
と
完
成
時
期
は
？

Ａ
．
現
在
は
、
バ
ス
乗
降
客
用
の
シ
ェ
ル

タ
ー
、ト
イ
レ
付
の
待
合
所
、ロ
ー
タ
リ
ー

内
の
道
路
照
明
、
駐
輪
場
な
ど
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
一
部
、
26
年
度
へ
繰
越
を

お
願
い
し
、
平
成
26
年
５
月
末
に
完
成
の

予
定
。

○　

こ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
、
玉
里
地

区
側
か
ら
入
る
道
路
の
造
成
を
お
願
い
し

た
い
。

広
域
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況

Ｑ
．
栗
又
四
ケ
線
及
び
田
木
谷
上
玉
里
線

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ
．
栗
又
四
ケ
線
は
上
馬
場
地
内
の
擁
壁

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
栗
又
四
ケ
地
内
の

道
路
改
良
工
事
を
発
注
し
た
。
今
後
は
、

全
線
の
用
地
確
保
と
工
事
化
を
図
っ
て
い

く
。

　

田
木
谷
上
玉
里
線
は
、
２
月
の
雨
で
一

部
、
盛
土
が
流
出
し
た
た
め
、
平
成
26
年

度
予
算
で
事
業
完
了
予
定
だ
っ
た
が
、
ま

だ
正
確
な
完
成
時
期
は
言
え
な
い
。

○　

早
く
開
通
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。

額
の
配
慮
を
し
て
い
る
。
今
回
も
同
じ
よ

う
な
対
応
を
し
た
。

Ｑ
．
野
菜
の
高
騰
や
消
費
税
増
税
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
給
食
費
は
値
上
げ
し
な

い
よ
う
要
望
す
る
。

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

Ｑ
．
小
岩
戸
地
区
の
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ
．
一
部
区
画
整
備
が
完
了
し
粗
造
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
進
捗
率
は
約
40
％
と

な
っ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

Ｑ
．
小
美
玉
市
の
公
共
下
水
道
の
完
成
時

期
は
？

Ａ
．
平
成
37
年
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

○　

下
水
道
工
事
後
の
道
路
に
つ
い
て
、

マ
ン
ホ
ー
ル
と
の
段
差
解
消
な
ど
の
補
修

を
お
願
い
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

Ｑ
．
平
成
26
年
度
予
算
で
は
補
助
金
が
半

額
に
な
っ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
？

Ａ
．
平
成
25
年
度
で
事
業
終
了
の
予
定

だ
っ
た
が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
増

税
に
よ
り
消
費
が
冷
え
込
む
等
の
懸
念
が

あ
る
た
め
、
昨
年
の
半
額
で
は
あ
る
が
市

の
補
助
金
を
５
０
０
万
円
と
し
、
額
面

５
０
０
０
万
円
分
の
商
品
券
を
発
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
平
成
27
年
度
以
降
は
商
工

会
と
も
相
談
し
て
判
断
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

○　

消
費
活
性
化
に
は
有
効
と
考
え
る
。

住
民
は
期
待
し
て
い
る
の
で
、
継
続
し
て

ほ
し
い
。

委員会ＱＡ

産
業
建
設

産
業
建
設

畑地帯総合整備が進む小岩戸地内
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審議結果

第１回定例会　審議結果等一覧（全 41件）
No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 専決処分の承認（1件）
１ 平成 25 年度病院事業会計補正予算 ◎ ー ー
　小美玉市医療センターの消防施設の改修費　
　第 4条予算　資本的支出 700 万円↑
　補正後額：3,285 万円

■ 条例の制定（4件）・改正（8件）
1 行財政改革懇談会設置条例 ◎ 総 ◎
～これまでの設置要綱を廃止し条例を制定～

2 安全な飲料水の確保に関する条例 ◎ 総 ◎
～水道法の規制対象とならない小規模水道、飲用井戸等にお
ける衛生対策について必要な事項を新たに制定～

3 地域包括ケア会議設置条例 ◎ 文 ◎
～介護保険法に基づき、地域支援事業において在宅の高齢
者を地域で支援していくため新たに条例を制定～

4 消防長及び消防署長の資格を定める条例 ◎ 総 ◎
～地域の自主性及び自立性を高めるため、消防組織法の
改正により新たに制定～

5 特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正 ◎ 総 ◎

～新たに「職員こころの健康アドバイザー」の職を設置～
6 手数料条例の一部を改正する条例 ◎ 総 ◎
～税務地図情報システムによる地番図の交付請求に対す
る手数料を定めるため改正～

7 手数料条例の一部を改正する条例 ◎ 総 ◎
～地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改
正する政令の公布に伴い改正～

8 基金条例の一部を改正する条例 ◎ 総 ◎
～地域の元気臨時交付金を活用し、小美玉市地域経済活
性化基金を設置する～

9 基金条例の一部を改正する条例 ◎ 総 ◎
～地域の元気臨時交付金を活用し、小美玉市公共用バス
整備基金を設置し公共用バスの整備を図るため改正～

10 医療福祉費支給に関する条例の一部
を改正する条例 ◎ 文 ◎

～小美玉市医療福祉費の特例児童支給要件に関し必要な
事項を定めるため改正～

11 病院事業の設置等に関する条例及び
健康保険直営診療施設の設置等に関
する条例の一部を改正する条例

◎ 文 ◎

～消費税等の税率が変わることで両条例で定めている各
種料金等について改正～

12 地域再生拠点施設の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例 ◎ 産 ◎

～地域再生拠点施設を円滑に運営するため「施設長」を
配置するにあたり改正～

■ 議員発議（1件）
1 小美玉市議会議長不信任決議案
　提案者：市村文男 ○ ー ー

■請願・陳情（2件）
1 労働者保護ルール改悪反対を求める請願書 △ 総 △
　請願者：日本労働組合連合会茨城県連合会会長

　　　　　　同　連合会土浦地域協議会議長

　
紹介議員：岩本好夫

1 要支援者を介護予防給付から切り離すこと
に反対の請願書（陳情書） △ 文 △

　陳情者：茨城県社会保障推進協議会

審
議
結
果
の
表
記
・
見
方
？
・
・
・「
審
査
委
員
会
」
総
：
総
務
、
文
：
文
教
福
祉
、
産
：
産
業
建
設
、
予
：
予
算
特
別
委
員
会
、
各
：
各
所
管
委
員
会
。「
賛
否
」 

◎
：
全
会
一
致
で
可
決
（
ま
た
承
認
・
認
定
・
採
択
）、
○
：
賛
成
多
数
で
可
決
。
△
継
続
。

No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 25年度   補正予算（8件）
13 一般会計 ◎ 各 ◎
　補正額：9億 19 万円↑
　補正後額：245 億 8,395 万円

14 国民健康保険 ◎ 文 ◎
  [ 事業勘定 ]
      補正額：１億 733 万円↑　補正後額：64 億 2,247 万円
  [ 直診勘定（白河診療所）]
      補正額：280 万円↑　補正後額：1億 6,197 万円

15 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎
  補正額：36 万円↑↓　
  補正後額：3億 8,316 万円（変更なし）

16 下 水 道 ◎ 産 ◎
  補正額：7,640 万円↓
  補正後額：19 億 1,461 万円

17 農業集落排水 ◎ 産 ◎
  補正額：1,735 万円↓　補正後額：3億 572 万円

18 戸別浄化槽 ◎ 産 ◎
  補正額：937 万円↓　補正後額：6,758 万円

19 介護保険 ◎ 文 ◎
  [ 事業勘定 ]
  補正額 : 6,418 万円↑　補正後額 : 31 億 8,154 万円

20 病院事業 ◎ 文 ◎
  補正後額 : 2 億 4,349 万円↑

■ 26年度 当初予算（10件）
21 一般会計 ○ 予 ○
22 国民健康保険（事業、直診勘定） ◎ 予 ◎
23 後期高齢者医療保険 ◎ 予 ◎
24 下 水 道 ◎ 予 ◎
25 農業集落排水 ◎ 予 ◎
26 戸別浄化槽 ◎ 予 ◎
27 霊 　 園 ◎ 予 ◎
28 介護保険（事業・サービス勘定） ◎ 予 ◎
29 病 院 ◎ 予 ◎
30 水 道 ◎ 予 ◎

■ その他（６件） 
31 公の施設の広域利用に関する協議について ◎ 総 ◎
～対象施設の一部に変更が生じたため、協定を定める～

32 工事請負契約の締結 ◎ 総 ◎
～茨城消防救急デジタル無線及び高機能消防共同指令センター整備工事～

33 市道路線の認定 ◎ 産 ◎
～市道玉 5336 号線から 5340 号線までの 5路線～

34 石岡地方斎場組合規約の変更 ◎ 総 ◎
～組合事務所移転に伴ない、石岡地方斎場組合規約を変更～

35 工事請負契約の締結（追加） ◎ ー ー
～竹原小学校校舎改築工事～

36 平成 25 年度 一般会計 補正予算（追加） ◎ ー ー
～繰越明許費 2 件～

■ 平成 25 年  陳情（継続審査１件）
1 市民後見人の育成及び活用を図るため
に必要な施策の推進についての陳情書 ◎ 文 ○

　陳情者：特定非営利活動法人 茨城成年後見サポートセンター
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 　一般質問
  　　　　市民の声を市政に
　　　　　　　　　　   平成 26 年第 1回定例会で行われた一般質問では、7人の議員が市政に関する質問や提言を行った。  平成 26 年第 1回定例会で行われた一般質問では、7人の議員が市政に関する質問や提言を行った。
全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただける。今定例会の会議全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただける。今定例会の会議
録は 6月ごろに発行の予定。録は 6月ごろに発行の予定。

◇　福島  ヤヨヒ（10 ページ）
◇　山本  信子　  （11 ページ）
◇　谷仲  和雄       （12 ページ）
◇　長島  幸男       （13 ページ）
◇　小川  賢治       （14 ページ）
◇　中根  要樹       （15 ページ）
◇　戸田  見成       （16 ページ）

( ＊一般質問は次ページから )

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
・
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　

■
質
疑

（
議
案
13
号
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」、　

小
川
議
員
）

Ｑ　

個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
の
歳
入
増

額
の
要
因
は
？

Ａ　

個
人
市
民
税
の
増
額
は
、
地
方
税
の

改
正
に
よ
り
年
少
扶
養
控
除
が
廃
止
と
な

り
住
民
税
額
が
上
が
っ
た
た
め
。
ま
た
、

法
人
市
民
税
の
増
額
は
企
業
の
業
績
が
好

調
な
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
議
案
13
号
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」、　

福
島
議
員
）

Ｑ　

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整
備
事
業
、

工
事
費
の
減
額
の
理
由
は
？

Ａ　

再
送
信
子
機
及
び
出
力
増
力
に
よ
り

戸
別
受
信
機
設
置
経
費
（
外
部
ア
ン
テ
ナ

１
８
０
０
本
分
）
が
削
減
で
き
た
こ
と
と
、

入
札
差
金
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

＊
そ
の
ほ
か
、
小
川
議
員
か
ら
は
議
案
９

号
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
福
島
議
員
か
ら
は
、

議
案
第
１
号
、
５
号
、
８
号
、
13
号
の
質

疑
が
あ
っ
た
。

■
討
論

　
＊
福
島
議
員
か
ら
は
、「
議
案
第
21
号
、

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
予
算
」
案
に
一
部

修
正
を
求
め
る
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。　

　

第
1
回
定
例
会
の
最
終
日
（
20
日
）、

市
村
文
男
議
員
ほ
か
11
名
か
ら
、
村
田

春
男
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
案
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
（
賛
成
12
人
、

反
対
７
人
）
で
可
決
し
た
。

　

決
議
案
は
、
議
長
が
平
成
25
年
９
月

定
例
会
で
、
議
員
に
対
し
「
除
斥
を
命

ず
る
」
と
不
適
切
な
発
言
を
し
た
こ
と
、

更
に
今
定
例
会
の
初
日
に
、
議
員
の
権

利
で
あ
る
「
動
議
の
提
案
」
を
受
け
付

け
な
か
っ
た
こ
と
を
、
職
権
乱
用
と
指

　
　

議
長
不
信
任
決
議
案
（
発
議
１
号
）
を
可
決

摘
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
議
会
に
対
す

る
市
民
の
信
望
を
失
墜
さ
せ
る
と
い
う

内
容
。　

　

こ
れ
に
対
し
、
村
田
議
長
は
弁
明
の

場
で
、「
退
席
」
を
「
除
斥
」
と
発
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
９
月
定
例
会
の
最

終
日
（
25
日
）
に
既
に
全
員
協
議
会
の

場
で
陳
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
議
会
改

革
に
邁
進
す
る
こ
と
を
述
べ
、
引
き
続

き
議
長
職
に
と
ど
ま
る
考
え
を
示
し
た
。

　

 一般質問
年
少
扶
養
控
除
？
・
・
・
納
税
者
に
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
所
得
控
除
。
子
ど
も
手
当
て
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
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Ｑ 

真
の
市
民
協
働
の
在
り
方
と

機
構
改
革
に
つ
い
て　

　

市
民
協
働
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
こ
の
４
月
に
機
構
改
革

が
行
わ
れ
る
が
、
市
民
協
働
課
は
１
階

に
設
置
す
べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に
女
性
課

長
の
登
用
を
。
さ
ら
に
は
、
若
手
人
材

育
成
の
た
め
に
も
部
課
長
兼
務
は
取
り

や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

総
務
部
長　
「
み
ん
な
で
創
る
自
治

の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
市
民
と
行
政
が
知

識
と
熱
意
で
地
域
全
体
の
振
興
を
図
る
よ

う
、
課
は
２
階
に
設
置
し
、
市
長
公
室
と

各
種
事
業
の
一
体
的
な
推
進
を
図
り
た

い
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
は
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
に
対
す
る

環
境
づ
く
り
を
勧
め
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。
部
課
長
兼
務
体
制
に
つ
い
て
は
各
所

轄
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
効
率
的
な

職
員
の
配
置
を
検
討
す
る
。

Ａ　

市
長　

私
の
重
要
施
策
で
あ
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
積
極
的
に
取
り

組
み
な
が
ら
結
果
を
出
し
た
い
の
で
、
請

う
ご
期
待
を
。（
4
月
か
ら
5
人
の
女
性

課
長
が
誕
生
し
た
）

Ｑ 

総
合
窓
口
の
充
実
を

　

高
齢
化
の
中
で
す
べ
て
の
課
が
連
携

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
総

合
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。

　
Ａ　

総
務
部
長　

市
民
に
不
便
や
苦
労

を
掛
け
な
い
総
合
窓
口
体
制
構
築
の
た
め

に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
に
つ
い
て

　

オ
ー
プ
ン
は
い
つ
か
。
ウ
ェ
ル
カ
ム

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
駅
長
内
定
者
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

人
手
不
足
、
資
材

不
足
等
、
環
境
が
整
わ
な
い
の
で
概
ね
２

〜
３
カ
月
の
延
期
を
見
込
ん
で
い
る
。　

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ン
タ
ー
施
設
は
市
が
管
理

し
、
情
報
発
信
は
観
光
協
会
が
市
民
参
画
で

行
う
。
駅
長
候
補
に
つ
い
て
は
他
が
公
募
で

行
っ
た
の
で
施
設
同
様
公
募
を
す
る
。

Ｑ
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
消
費
税
対
策
を

Ａ　

企
画
財
政
部
長　

12
月
議
会
で
水

道
・
下
水
道
関
係
の
使
用
料
等
の
消
費
税

分
の
値
上
げ
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
市

の
公
共
施
設
の
使
用
料
利
用
料
に
つ
い
て

は
今
す
ぐ
値
上
げ
の
予
定
は
な
い
が
、
今

後
税
率
が
引
き
上
げ
に
な
れ
ば
検
討
す

る
。（
学
校
給
食
費
も
据
え
置
き
）

Ｑ
大
雪
被
害
の
救
済
措
置
は
あ
る
の
か

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

被
害
状
況
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
国
・
県
の
救
済
措
置
を
農

家
の
皆
様
に
知
ら
せ
て
い
く
。

Ａ　

福
祉
部
長　

市
見
舞
金
支
給
制
度
や

災
害
弔
慰
金
制
度
は
今
回
の
大
雪
に
も
適

用
さ
れ
る
。

  市民協働のまちづくりと男女共参画社会の実現

  積極的に取り組む

福島  ヤヨヒ

ハーモニー連絡協議会主催で行われた「人生いろどり」
上映会実行委員の皆さん

一般質問
機
構
改
革
？
・
・
・
行
政
な
ど
の
あ
り
方
や
組
織
構
造
な
ど
を
変
え
る
こ
と
。
本
市
で
は
、
こ
の
４
月
の
機
構
改
革
で
、
市
民
生
活
部
の
地
域
振
興
課
が
な
く
な
り
、
市
長
公
室
に
市
民
協
働
課
が
生
ま
れ
た
。
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 一般質問

の
交
流
の
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
小
美
玉

市
の
魅
力
や
強
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

Ａ　

市
長　

陸
の
交
流
エ
リ
ア
（
羽
鳥

駅
の
橋
上
化
・
東
西
駅
前
広
場
の
整
備
）、

空
の
交
流
エ
リ
ア
（
空
の
え
き
「
そ
・
ら
・

ら
」
の
整
備
）、水
の
交
流
エ
リ
ア
（
霞
ヶ

浦
湖
岸
の
整
備
）
の
均
衡
あ
る
拠
点
整

備
を
進
め
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
施
策
を
推
進
し
、
人
や
情
報
の
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ  

障
害
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
総
合

支
援
法
に
変
わ
り
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
難
病
の
方
も
障
が
い
者
と
し
て
包
括

さ
れ
る
が
、
新
た
に
対
象
と
な
る
方
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
の

相
談
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ　

福
祉
部
長　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り

１
３
０
疾
病
の
難
病
患
者
が
障
が
い
者
の

対
象
枠
と
な
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
全
対

象
人
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
平
成
24

年
度
の
国
の
医
療
費
助
成
対
象
と
な
っ
て

い
る
56
疾
病
の
難
病
患
者
数
に
つ
い
て
は

２
３
９
人
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
談
体
制
と
し
て
は
、
平
成
25

年
4
月
に
社
会
福
祉
課
（
玉
里
総
合
支
所

内
）
に
相
談
支
援
係
を
設
置
し
、
社
会

福
祉
士
2
名
を
含
む
3
名
体
制
で
、
来
訪
、

電
話
等
の
相
談
支
援
を
行
う
ほ
か
、
委
託

し
て
い
る
民
間
の
相
談
支
援
窓
口
等
を
含

む
４
つ
の
事
業
所
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
。

　
Ｑ　

ご
み
の
減
量
化
対
策
は

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

本
市
の
ご
み
の
資

源
化
率
は
15
・
9
％
で
、
国
県
の
資
源
化

率
、
約
20
％
と
比
較
す
る
と
や
や
低
く
、

資
源
化
で
き
る
ご
み
が
可
燃
ご
み
と
し

て
焼
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
約
86
％
の

方
が
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
「
今

ま
で
よ
り
も
う
少
し
努
力
で
き
る
」
と
回

答
し
て
い
る
の
で
、
分
別
排
出
の
徹
底
や

集
団
資
源
回
収
を
推
奨
し
、
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
消
費
生
活
の
会
等
の
各

種
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
さ
ら
に
、
平
成
33
年
１
月
稼
動

予
定
の
新
た
な
焼
却
施
設
へ
の
交
付
金

も
、
焼
却
量
を
最
小
限
と
し
た
数
値
目
標

で
適
正
な
規
模
の
焼
却
施
設
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
な

の
で
、
市
民
の
意
識
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

山  本  信  子
Ａ　

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

読
ん
だ
も
の
が
記
録
に
残
る
こ
と
は
便
利

な
こ
と
。
今
後
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更

新
時
期
等
と
あ
わ
せ
、
貸
出
、
返
却
業
務

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
IC
タ

グ
の
導
入
と
と
も
に
、
今
後
「
読
書
通
帳
」

の
導
入
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
出
馬
表
明
さ
れ
た
市
長
の
重

点
施
策
は

　

市
長
は
、
施
政
方
針
で
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
外
と

  子どものための「読書通帳」の導入を

  導入に向け調査研究していく

Ｑ 

読
書
通
帳
の
導
入
の
検
討
を

　

子
ど
も
が
借
り
て
読
ん
だ
本
を
記
録
で

き
る
「
読
書
通
帳
」
を
導
入
し
て
は
。

小川図書館
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Ｑ 

２
月
の
大
雪
に
よ
る
被
災

農
業
者
支
援
に
つ
い
て

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

茨
城
県
農
林
漁
業

災
害
対
策
特
別
措
置
条
例
の
災
害
指
定
を

受
け
た
の
ち
、
県
と
合
わ
せ
た
支
援
を
考

え
る
。
国
の
追
加
支
援
策
に
伴
う
県
の
動

向
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

Ｑ 

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者

支
援
基
金
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ　

企
画
財
政
部
長　

災
害
に
関
連
す

る
基
金
は
災
害
対
策
基
金
と
防
災
対
策
基

金
。
こ
の
ほ
か
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
基

金
は
基
本
的
に
年
度
間
に
お
け
る
歳
入
歳

出
差
額
の
調
整
機
能
を
主
な
役
目
と
考
え

る
。
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、国
・

県
の
支
援
策
が
ど
う
で
あ
る
か
を
確
認
し

な
が
ら
、
そ
れ
と
と
も
に
市
の
対
応
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　

災
害
対
策
基
金
の
運
用
充
実
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
村
の
基
金
に
よ
る
支
援
策

の
状
況
、
ま
た
、
国
・
県
の
今
後
の
動
向

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
康
福

祉
の
連
携
に
つ
い
て

　

①
現
状
と
課
題
、
双
方
の
連
携
。
②

介
護
予
防
事
業
に
お
け
る
マ
シ
ン
を

使
っ
た
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
へ
の
見
解
。
③
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
の
中
間
見
直
し
（
Ｈ
26
）
に
お
い

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

合
わ
せ
て
初
動
負
荷
理
論
に
基
づ
く
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
調
査
研
究
を
ご
検
討
願

い
た
い
。

Ａ　

教
育
次
長　

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
拡

充
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
推
進
と
い
う
視
点
か
ら
各
年
代
に
お
い

て
参
加
し
や
す
い
種
目
を
開
催
す
る
。
健

康
増
進
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改

善
を
図
る
た
め
の
健
診
体
制
や
保
健
指
導

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
介
護
予
防
で
は
、
総
合
的
な
介
護
予

防
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
地
域
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
健
や
か
シ
ニ
ア
運

動
教
室
等
を
実
施
し
て
い
く
。

　

共
通
の
課
題
と
し
て
参
加
者
の
固
定
化

や
低
迷
、
特
に
若
年
層
の
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
啓
発
が
挙
げ
ら
れ
、
生
涯
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
庁
的
な
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
施
策
展

開
を
目
指
す
。

　

②
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
器
具

を
使
わ
ず
に
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も

要
介
護
度
の
改
善
や
悪
化
防
止
な
ど
の
効

果
は
期
待
で
き
る
と
考
え
、
現
時
点
で
は

こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

　

③
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
及
び
国
の
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
の
見
直
し
及
び
計
画
に
基

づ
く
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
。
中
間
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
さ
ら
に
は
健
康
福
祉

分
野
及
び
医
療
分
野
等
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
確
保

等
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
調
査
研
究
を
し

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
初
動
負
荷
理
論

に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
こ

の
よ
う
な
中
で
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

    被災農業者支援に万全の対策を

　国・県の動向を確認しながら対応する

谷  仲  和  雄

市内の被害状況調査（玉里地内）

一般質問
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 一般質問

け
て
の
対
応
策
を
よ
り
緊
密
に
進
め
る
よ

う
申
し
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
防
衛
省
と

も
来
場
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
拡
大
に
向
け

た
調
整
を
図
る
ほ
か
、
幹
線
道
路
の
整
備

等
を
国
・
県
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
大
雪
の
対
応
に
つ
い
て

　

今
般
の
大
雪
に
対
し
、
市
職
員
、
消
防

職
員
等
、ま
た
建
設
業
協
会
に
よ
る
道
路
、

公
共
施
設
等
の
除
雪
作
業
等
は
ど
の
よ
う

だ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
主
要
道
路
、
特

に
緊
急
輸
送
道
路
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ　

副
市
長
（
危
機
管
理
監
）　

市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
大
雪
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
段
階
で
災
害
対
策
連
絡
室
を
設

置
し
、
大
雪
警
報
に
移
行
し
た
段
階
で
24

時
間
警
戒
体
制
を
と
っ
た
。

　

都
市
建
設
部
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

市
民
か
ら
の
通
報
等
に
対
応
し
な
が
ら
、

倒
木
等
の
除
去
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、

市
建
設
業
協
会
に
除
雪
及
び
凍
結
防
止
剤

の
散
布
を
お
願
い
し
、
道
路
や
各
施
設
の

早
期
原
状
回
復
に
努
め
た
。

Ａ　

都
市
建
設
部
長　

市
内
の
緊
急
輸
送

道
路
ほ
と
ん
ど
が
国
県
道
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
が
除
雪
対
応
に
あ
た
っ
た
。
市
内

の
主
要
道
路
に
つ
い
て
は
、
予
想
外
の
大

雪
と
機
材
等
が
十
分
に
保
有
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
建
設
業
協

会
が
分
担
を
し
て
地
域
の
除
雪
に
精
一
杯

あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
。

○　

市
地
域
防
災
計
画
に
は
大
雪
対
策
が
な

い
の
で
、
追
加
見
直
し
等
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
公
文
書
の
保
存
管
理
は

Ａ　

総
務
部
長　

公
文
書
は
、
文
書
事
務

取
扱
規
程
に
基
づ
き
各
課
に
て
保
管
の
後
、

書
庫
に
て
適
正
期
間
保
存
し
、
そ
の
後
廃

棄
し
て
い
る
。
歴
史
的
資
料
は
、
永
年
保

存
の
も
の
が
多
く
、
各
課
の
書
庫
に
保
存

し
て
い
る
。
現
在
、
保
管
文
書
の
現
況
を

把
握
す
る
た
め
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等

補
助
金
を
活
用
し
全
て
の
文
書
の
洗
い
出

し
と
保
存
状
態
等
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

長  島  幸  男 
Ｑ
百
里
基
地
航
空
祭
に
関
す

る
要
請
書
に
つ
い
て

　

百
里
基
地
航
空
祭
の
開
催
に
伴
う
交

通
渋
滞
の
改
善
が
な
さ
れ
ず
、
周
辺
住

民
か
ら
要
請
書
が
で
て
い
る
が
、
市
と

し
て
協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

都
市
建
設
部
長　

周
辺
道
路
の
混

雑
、
渋
滞
が
基
地
周
辺
地
域
の
方
々
に
大

き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
十
分

認
識
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
の
対
応
策

が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
、
要
請
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

特
に
主
催
者
の
百
里
基
地
に
は
今
後
に
向

  航空祭時の混雑、渋滞の改善を

  要請を真摯に受け止め、国・県に働きかける

多くの人出で賑わう「百里基地航空祭」

　建設業協会による除雪作業
　　　　　　　　（メロンロード）
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Ｑ 

茨
城
国
体
の
開
催
に
つ
い
て

　

２
０
１
９
年
に
開
催
さ
れ
る
第
74
回

国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
に
向
け
、
市

内
に
競
技
施
設
の
整
備
、
宿
泊
施
設
等

を
計
画
し
、
茨
城
国
体
の
成
功
の
一
翼

を
担
っ
て
は
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
市

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
の
少

年
・
少
女
サ
ッ
カ
ー
の
開
催
地
に
決
ま
っ

た
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

教
育
次
長　

既
に
、
ほ
と
ん
ど
の

競
技
の
開
催
地
が
決
定
し
て
お
り
、
国
体

競
技
に
対
応
で
き
る
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
の
財
政
事
情
や
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
等
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
十
分
な
協
議
調

整
が
必
要
と
な
り
、
現
段
階
で
は
非
常
に

難
し
い
。
ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
競
技
に
つ
い
て
は
、
県
内
競
技
者
を
対

象
と
し
て
お
り
、
現
在
改
修
を
行
っ
て
い

る
既
存
の
運
動
公
園
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ

れ
ば
市
内
や
近
隣
の
施
設
に
働
き
か
け
た

い
。

  Ｑ 

防
災
管
理
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
設
置
が
は
じ
ま
っ

た
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置

の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
防
犯

灯
の
設
置
及
び
管
理
状
況
は
。

Ａ　

副
市
長
（
危
機
管
理
監
）　

設
置
希

望
台
数
１
万
１
０
０
０
台
の
と
こ
ろ
、
災

害
か
ら
命
を
守
る
重
要
な
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
約
１
万
８
０
０
０
台
を
努
力
目

標
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
25
年
度

末
現
在
で
、
約
74
％
の
進
捗
率
で
あ
り
、

平
成
26
年
度
に
小
川
地
区
を
整
備
し
、
市

内
全
域
に
設
置
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
の
設
置
総
数
は
、
市
内

全
体
で
５
２
０
０
基
で
、
そ
の
う
ち
、
地

域
が
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
は
３
２
０
０

基
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
市
内
循
環
バ
ス
の
利
用
状
況

　

運
行
開
始
か
ら
５
カ
月
経
っ
た
が
、
運

行
ル
ー
ト
の
利
用
状
況
と
利
用
促
進
は
。

Ａ　

企
画
財
政
部
長　

5
カ
月
間
で
延
べ

７
０
３
７
人
の
利
用
が
あ
り
、
1
日
平
均

で
71
人
、１
便
平
均
約
６
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。
無
料
乗
車
券
利
用
者
人
数
を
除
い
て

も
順
調
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
主
な

乗
降
場
所
は
、
交
通
結
節
点
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

羽
鳥
駅
が
月
平
均
約
６
０
０
人
と
多
く
、

次
に
小
美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き
、
茨
城
空
港
、

か
し
て
つ
の
小
川
駅
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
無
料
試
乗
券
の
配
布
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
公
共
交
通

マ
ッ
プ
や
循
環
バ
ス
の
時
刻
表
、
路
線
図

の
配
布
、
身
体
障
が
い
者
用
の
循
環
バ
ス

割
引
適
用
者
カ
ー
ド
等
の
交
付
等
、
利
用

促
進
に
努
め
な
が
ら
市
民
へ
の
定
着
を
図

り
つ
つ
、
本
市
に
あ
っ
た
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

  本市も茨城国体の成功の一翼を

既存の運動公園を大規模改修し活用する

小  川  賢  治

一般質問

現在改修工事中の玉里運動公園

　小美玉温泉ことぶきへの利用も
　多い市内循環バス
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 一般質問

え
る
が
、
現
在
、
１
２
０
の
行
政
区
に

１
３
３
の
地
区
公
民
館
が
あ
り
、
そ
の

全
て
に
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

設
置
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

現
時
点
で
は
無
線
機
設
置
の
予
定
は
な

い
。
公
共
施
設
の
市
指
定
避
難
所
35
ヵ

所
に
は
、
既
に
集
落
可
搬
型
無
線
機

（
バ
ッ
テ
リ
ー
内
蔵
型
）
を
配
備
完
了
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
本
部
と
の
連
絡

用
と
し
て
活
用
し
、
災
害
時
の
連
絡
体

制
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ
空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」

に
つ
い
て　

　

４
月
26
日
オ
ー
プ
ン
を
期
待
し
て
い

た
市
民
も
多
い
。
オ
ー
プ
ン
が
遅
れ
た

理
由
と
、
最
終
的
な
オ
ー
プ
ン
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

本
体
工
事
は
工

期
ど
お
り
終
っ
た
が
、
外
構
工
事
に
つ

い
て
は
、
震
災
復
興
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
効
果
、
消
費
税
増
税
等
の
駆
け
込
み

需
要
の
中
で
建
設
業
界
に
人
手
不
足
、

資
材
不
足
と
い
う
状
況
が
発
生
し
て
い

る
た
め
２
、３
ヵ
月
遅
れ
て
い
る
。
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

中  根  要 樹 
Ｑ 

職
員
給
与
の
減
額
措
置
関
連

　

国
の
要
請
を
受
け
、
大
震
災
の
復
興

財
源
の
確
保
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
た
市
長
等
を
含
む
職
員
給
与

減
額
分
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
の
財
源

に
充
て
た
の
か
。
ま
た
、
減
額
措
置
を

講
じ
な
か
っ
た
市
町
村
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　

企
画
財
政
部
長　

職
員
給
与
分
の

減
額
約
６
５
５
０
万
円
は
、
12
月
補
正

の
一
般
財
源
と
し
て
、
防
犯
・
防
災
関

連
に
約
８
０
０
万
円
、
健
康
福
祉
関
連

に
約
２
３
７
０
万
円
、
教
育
関
連
に
約

３
３
８
０
万
円
を
充
当
し
、
有
効
か
つ

効
果
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。
県
内

44
市
町
村
の
う
ち
24
が
国
の
要
請
に
従

い
給
与
減
額
を
行
っ
て
い
る
が
、
減
額

を
実
施
し
な
か
っ
た
市
町
村
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
情
報
は
入
っ

て
い
な
い
。

Ｑ
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

市
の
公
共
施
設
及
び
地
区
公
民
館
等

へ
の
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置
と

併
せ
、
対
策
本
部
と
の
連
絡
用
と
し
て

無
線
機
を
設
置
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

Ａ　

副
市
長
（
危
機
管
理
監
）　

防
災
対

策
上
、
無
線
機
の
設
置
は
有
意
義
と
考

  職員給与の減額分を復興財源として活用したか

  防犯、防災、教育施設等に活用

　賑わいの拠点となる空のえき「そ・ら・ら」

▲

市
指
定
避
難
所
35
ヵ
所
に
配
備
さ
れ
て

い
る
集
落
可
搬
型
無
線
機
（
本
部
と
の
連

絡
に
使
用
で
き
る
）

▲各地区公民館にも設置されて
いる防災行政無線戸別受信機
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Ｑ 

玉
里
地
区
の
地
籍
調
査
は

　

再
三
に
わ
た
っ
て
質
問
す
る
が
、
旧

玉
里
村
の
測
量
は
ず
さ
ん
で
、
う
や
む

や
な
土
地
が
あ
る
。
固
定
資
産
税
を
支

払
う
こ
と
に
よ
り
不
公
平
が
あ
る
と
認

識
し
、
地
籍
調
査
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
し
て
仕
事
に
と
り
か
か
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
地
籍

調
査
の
担
当
が
農
政
課
な
の
か
を
伺
い

た
い
。

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

課
税
に
つ
い
て

は
、
現
況
に
合
っ
た
適
正
な
課
税
が
基

本
な
の
で
、
現
地
と
図
面
と
登
記
簿
が

一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内

部
で
検
討
し
て
き
た
結
果
、
玉
里
地
区

の
地
籍
は
、
行
政
事
業
の
円
滑
化
、
個

人
の
財
産
の
適
正
な
確
保
の
た
め
、
再

調
査
に
向
け
て
取
り
組
む
方
向
で
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
農
政
課
の
中
に
、

地
籍
調
査
係
を
新
設
し
て
対
応
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
を
農
政
課
が
担
当

し
て
い
る
の
は
、
地
籍
調
査
に
対
す
る

国
の
補
助
が
農
林
水
産
関
係
の
補
助
事

業
の
た
め
で
、
完
了
し
た
地
籍
の
管
理

の
ほ
う
は
、
都
市
建
設
部
の
管
理
課
が

行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

水
道
料
金
の
不
公
平
の
是

正
は

　

合
併
し
て
８
年
経
つ
が
、
湖
北
水
道

と
小
美
玉
市
水
道
局
の
水
道
料
金
の
統

一
が
さ
れ
て
い
な
い
。
4
月
か
ら
の
消

費
税
の
増
税
で
さ
ら
に
不
公
平
感
が
増

す
が
、
市
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
、

政
策
調
整
課
で
公
共
料
金
等
の
格
差
是

正
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ　

水
道
局
長　

市
内
に
2
つ
の
料
金

体
系
が
存
在
す
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
料

金
格
差
是
正
の
た
め
の
方
策
を
話
し
合

い
、
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ　

市
長　

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る

が
一
日
も
早
く
結
果
を
出
し
て
い
き
た

い
。

○　

方
策
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
公
共

料
金
の
格
差
是
正
を
忘
れ
ず
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

Ｑ 
合
併
勉
強
会
に
つ
い
て

Ａ　

市
長
公
室
長　

現
在
、
水
戸
市
は

9
市
町
村(
水
戸
市
、
小
美
玉
市
、
笠
間

市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
茨
城
町
、

大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村)

で
設
置
す

る
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
の
発
展
に
向

け
、
都
市
間
の
協
働
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
情
報
を
共
有

し
、
広
域
連
携
等
に
つ
い
て
研
鑽
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
戸
市
総
合
計
画
に
含
ま
れ

る
合
併
に
つ
い
て
は
、
政
令
指
定
都
市

を
見
据
え
た
広
域
合
併
に
取
組
む
水
戸

市
の
姿
勢
を
市
民
へ
明
示
し
た
も
の
と

受
け
止
め
て
い
る
。
本
市
は
、
こ
う
い
っ

た
各
自
治
体
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら

将
来
へ
の
動
向
を
的
確
に
捉
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

  公共料金等の格差是正を

　均衡ある発展に努める

戸  田  見  成

一般質問
湖
北
水
道
企
業
団
？
・
・
・
昭
和
39
年
に
当
時
の
石
岡
市
と
玉
里
村(

現
小
美
玉
市)

が
共
同
で
水
道
事
業
を
行
う
た
め
に
設
立
し
、
現
在
も
玉
里
地
域
に
給
水
し
て
い
る
。
小
川
地
域
及
び
美
野
里
地
域
に
は
小
美
玉
市
水
道
局
が 

給
水
し
て
い
る
。

　子どもたちの未来のために
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　視察報告

    
先
進
地
に
学
ぶ

先
進
地
に
学
ぶ

　

    
市
議
会
正
副
議
長
・
委
員
長
研
修
視
察
報
告

◆
視
察
日
…
２
月
17
日
〜
18
日

◆
議
員
…
村
田
・
戸
田
・
関
口
・
加
藤
・

　
　
　
　

萩
原
・
小
川
・
山
本

◆
視
察
先
・
内
容

①
亀
山
市
議
会
（
三
重
県
）

　

亀
山
市
は
議
会
改
革
度
調
査

２
０
１
２
ラ
ン
キ
ン
グ
が
全
国
59
位
で

議
会
活
動
の
情
報
公
開
、
住
民
参
加
の

面
に
お
い
て
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。

　

開
か
れ
た
議
会
運
営
と
い
う
点
に
お

い
て
は
、
本
会
議
の
生
中
継
・
録
画
中
継
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
配
信

も
検
討
し
て
い
る
。

②
鳥
羽
市
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
（
三
重
県
）

　

鳥
羽
市
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

導
入
し
た
資
源
ご
み
の
受
け
入
れ
や
生

ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
を
整

備
し
て
い
る
。
小
美
玉
市
に
お
い
て
も
、

ご
み
の
排
出
抑
制
を
図
る
た
め
、
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
改
革
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

コンテナごと回収業者が引き取るため、
保管庫を建設しなくてもよい

　　　　　　　　　　　亀山市議会にて

●●市議会議員補欠選挙の結果市議会議員補欠選挙の結果
　　　　　　　

（平成 26年 4月 13日執行）

　平成 26 年 4 月 29 日の任期満了に
伴う小美玉市長選挙は市長に 3期目
の島田穣一氏が、欠員 1 人による小
美玉市議会議員補欠選挙により市議
会議員に 幡谷 好文 氏が当選した。

    住所：宮田 692-2
　職業：会社役員
　党派：無所属
　行政区：宮田
　年齢：42 歳

◆大雪被害現地調査を実施◆大雪被害現地調査を実施
　小美玉市では 2月 8 日から 9日にかけて大雪により、パイ
プハウスを中心とした農業用施設に甚大な被害が発生した。こ
うした状況を踏まえ、産業建設常任委員会では現地視察を行い、
被災状況の把握と今後の復旧・防止に向けた課題を整理し執行
部に要請した。
　【調査概要】
　日　時：平成 26 年 3月 28 日（金）午後 1時 30 分から
　視察先：市内大雪被災施設 3箇所
　小美玉市農業施設被災概要
　　パイプハウス：475 棟
　　農業用倉庫　：4棟
　　鶏舎　　　　：4棟
　【要請事項】
　①農業関係被害につい
　　て現状を把握し万全
　　な支援措置を講じて
　　ほしい。
　②国県の支援措置につ
　　いては、被災者に確実に伝えてほしい。
　③小美玉市として独自の支援措置も実施してほしい。
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○
第
７
回
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
１
月
16
日
）

　

体
系
図
を
作
成
す
る
た
め
に
、
追
加

し
て
協
議
す
べ
き
個
別
事
項
の
洗
い
出

し
作
業
を
実
施
し
、
７
項
目
の
具
体
的

事
業
が
追
加
と
な
っ
た
。

○
第
８
回
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
２
月
６
日
）

　

第
７
回
策
定
委
員
会
の
結
果
、
新
た

に
組
み
込
ま
れ
た
具
体
的
事
業
に
つ
い

て
討
議
し
た
。

・
政
治
倫
理
条
例
の
遵
守
…
政
治
倫
理
に

関
す
る
研
修
会
を
条
例
制
定
後
、
速
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
政
策
提
言
に
お
け
る
会
派
の
あ
り
方
の

研
究
及
び
政
務
活
動
費
の
制
度
化
…
ど

ち
ら
も
導
入
す
べ
き
と
し
、「
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
等
調
査
特
別
委
員
会
」

で
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
議
員
提
出
条
例
に
よ
る
政
策
立
案
の
取

り
組
み
…
議
員
提
案
に
よ
る
施
策
、
条

例
の
立
案
及
び
提
出
を
促
進
す
る
た
め
、

議
会
内
及
び
執
行
部
と
の
ル
ー
ル
を
明

確
に
す
る
よ
う
、
中
長
期
的
に
実
施
に

向
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
９
回
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
２
月
20
日
）

　
　
「
小
美
玉
市
が
進
め
る
議
会
改
革
の

体
系
図
」
の
作
成
作
業
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
基
本
方
針
や
具
体
的
事
業

が
出
揃
い
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
馬
渡
先

生
の
意
見
を
聴
取
し
、
次
回
の
委
員
会

で
原
案
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
10
回
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
３
月
12
日
）

　
「
小
美
玉
市
が
進
め
る
議
会
改
革
の
体

系
図
」
の
原
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
ま
た
、

体
系
図
に
お
い
て
新
た
に
組
み
込
ま
れ

た
具
体
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

委
員
会
で
事
業
内
容
や
実
施
時
期
な
ど

に
つ
い
て
討
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
前
文
に
つ
い
て
は
、
構
成
の

研
究
・
先
進
地
の
調
査
な
ど
を
行
い
、

次
回
の
委
員
会
で
引
き
続
き
原
案
の
作

成
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●
●
●

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
●

●
●

　

策
定
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
様
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
会
議
で
は
味
わ
え
な

い
、
議
員
間
の
討
議
を
傍
聴
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

《
今
後
の
予
定
》

○
第
12
回
会
合　

５
月
８
日(

木)

10
時

〜
12
時　

市
役
所
３
階　

委
員
会
室

　

協
議
内
容
…
議
会
改
革
の
体
系
図
を

作
成
す
る
た
め
、
協
議
す
べ
き
事
項
の

討
議
。
前
文
の
検
討
。

○
第
13
回
会
合　

５
月
22
日(

木)

13 
時

30
分
〜
15
時
30
分　

市
役
所
３
階　

委

員
会
室

　

協
議
内
容
…
議
会
改
革
の
体
系
図
を

作
成
す
る
た
め
、
協
議
す
べ
き
事
項
の

討
議
。
前
文
の
検
討
。

○
第
14
回
会
合　

６
月
９
日(

月)

10
時

〜
12
時　

市
役
所
３
階　

委
員
会
室

　

協
議
内
容
…
大
ま
か
な
条
立
て
の
検

討
。

○
第
15
回
会
合　

６
月
23
日(

月)

10
時

〜
12
時　

市
役
所
３
階　

委
員
会
室

　

協
議
内
容
…
条
文
内
容
の
検
討
。
逐

条
解
説
の
検
討
。

＊
会
議
日
程
や
協
議
内
容
は
進
行
状
況

　

等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
【
第
3
回
報
告
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜
議
員
提
案
条
例
等
調
査
特
別
委
員
会
｜

　

小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
を
検
討
す

る
「
小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
策
定
委

員
会
」
が
、
前
回
の
報
告
に
続
き
、
第

８
回
か
ら
第
10
回
の
委
員
会
を
開
き
、

「
小
美
玉
市
が
進
め
る
議
会
改
革
の
体
系

図
」
の
原
案
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
遅
れ
気
味
で
は
あ
る
が
、
条

文
内
容
の
検
討
に
着
手
す
る
こ
が
で
き

た
。
最
初
に
検
討
す
る
の
は
、
条
例
制

定
の
理
念
を
強
調
し
、
条
例
本
体
の
前

に
置
く
「
前
文
」
と
し
た
。

議
会
基
本
条
例
？
・
・
・
議
会
の
役
割
を
再
定
義
し
、
公
開
度
を
上
げ
て
説
明
責
任
を
果
た
す
な
ど
、
議
会
活
動
活
性
化
の
た
め
の
運
営
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
、
議
会
の
「
最
高
規
範
」
と
も
い
え
る
。

　
　

前
文
の
検
討
が
始
ま
る
！

         　
　

 
議
会
改
革
の
体
系
図
案
が
ま
と
ま
る 
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クイズ・声

皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

　　　　　　　　
►茨城空港から九州便が始まるニュースを聞いて、前から要望していたためうれしいです。継続する事
を願って利用したいです。（幡谷・女性）

►空の駅「そ・ら・ら」への期待が高まります。市と市民みんなで盛り上がるといいなと思います。 　
東京オリンピックへの食材提供やアリーナの誘致が実現したらさらに小美玉市が盛り上がりそうです。
６次産業がんばらないと！ （上玉里・女性）

►策定委員会、機会がありましたらぜひ傍聴したいと思います。（中台・女性）
►議会広報おみたま第 32号の視察報告欄に「読んでもらえる広報づくり」について掲載されていました。
私は、市政モニターをさせていただいておりますが、市民とのパイプ役とも言える広報おみたま・お
知らせ版がどれだけ有効活用されているか疑問でおります。各広報紙は、市民生活にかかせない重要
な情報源になっていることを、市民のみなさんに再確認してもらいたいものです。（宮田・男性）

►市循環バスのルートの見直しをご検討ください。（多数の意見あり）
►いつも議会広報を楽しみに読んでいます。どんなことを検討して、そして決まったんだろうと・・・。
決まったことが書いてあると、今後住みやすくなっていくんだろうとうれしくなります。（竹原・女性）

 　　　　　　　　　　　　　　ご意見・ご感想をお待ちしています　ご意見・ご感想をお待ちしています　

　 　 第３１回プレゼントクイズ　第３１回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 33 号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、森のレストラン“キャトルセゾン”（四季の里内）のお食事券1,000円分をプレゼントします。
たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  茨城国体は○○○○年に開催？
　　問 ②  平成 26 年度当初予算の総額は○○○億 1,890 万円？
　　問 ③  次回の平成 26 年第 2回定例会の開会日は６月○日？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２６年５月 30日（金）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません｡ 　

　   　   第 30 回クイズの当選者第 30回クイズの当選者
　45通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　川　崎　ア　キ さん　谷　仲　可　江 さん
　小　泉　　　弘 さん　加　藤　早　苗 さん　　　　　
　石　川　弘　子 さん　関　　　由枝子 さん
　熊　倉　和　子 さん　小　池　ちひろ さん
　樫　村　敏　子 さん　今　村　完　児 さん 　   

第 30回クイズの正解
  問① 茨城空港に隣接してオープンする施設は？
　　　　　　　　[ 答 →空のえき「そ・ら・ら」 ]
  問② 小美玉市議会が現在策定中の条例は？
　　    　　　  　　　     [ 答 → 「議会基本条例 ]
  問③ 平成 27年度までに目指している耐震化率は？
    　　　[ 答 → 90%]
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TEL 0299-48-1111  内
線
（
1302）

FAX
 0299-48-1199

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://gikai.city.om

itam
a.ibaraki.jp

Ｅ
-m
ail　

gikai@
city.om

itam
a.lg.jp

発
　
行
　
小
美
玉
市
議
会
　
編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
319-0192　

茨
城
県
小
美
玉
市
堅
倉
835   本

庁
舎
３
階

議
会
広
報
お
み
た
ま
 Ｎ
ｏ
.33

平
成
26
年
 ４
月
24
日
発
行

定 例 会
日 程 会議等の主な内容

傍　聴

議　　場 モニター
中　　継

6月５日
（木）

本会議
（開会、議案説明） 可 有

9 日
（月） 特別委員会 要確認 無

 10 日
（火）

本会議（～ 11日）
（一般質問、議案質疑） 可 有

12 日
（木） 常任委員会（～ 16日） 要確認 無

17 日
（火） 特別委員会（～ 19日） 要確認 無

20 日
（金）

本会議
（報告、採決、閉会） 可 有

＊議場は本庁舎 3階にあります。議場内での傍
    聴には簡単な受付（氏名・住所等の記入）が
    必要です。
＊本庁舎・各支所に設置するＴＶモニターでの同
   時放映は、ご自由にご覧いただけます（受付は
   不要）。
＊委員会等の詳しい日程については、6月 4日に  
    開催する議会運営委員会で協議します。市議
   会ホームページ又は議会事務局までお問合せく
    ださい）。

■  次の定例会は、６月 ５日（木）開会予定です■  次の定例会は、６月 ５日（木）開会予定です

■このたび、村田春男議長が茨城県東
　市議会議長会会長及び茨城県市議会
　議長会副会長に選任されました。

　　「「会議録検索システム」をご利用ください！会議録検索システム」をご利用ください！
◆市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧・検索できるようになりました。小美玉市議会
のホームページから「会議録の閲覧・検索」をクリックすると下の検索画面に移ります。日付
やキーワードを入力して簡単に検索することができます。ぜひ、議会で何が議論されているか
ご覧ください。

ここに気になるキーワードを
入力して検索ボタンをクリック！
簡単に会議録が検索できます。

編編    

集集    

後後    

記記

　

春
爛
漫
す
ば
ら
し
い
季
節
で
す
。
人
間

　

春
爛
漫
す
ば
ら
し
い
季
節
で
す
。
人
間

の
世
界
も
そ
の
季
節
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

の
世
界
も
そ
の
季
節
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

入
学
、入
園
、入
社
と
華
や
か
で
あ
り
ま
す
。

入
学
、入
園
、入
社
と
華
や
か
で
あ
り
ま
す
。

　

市
も
市
長
選
が
な
く
、
初
心
に
か
え
っ

　

市
も
市
長
選
が
な
く
、
初
心
に
か
え
っ

て
市
民
の
た
め
に
執
行
し
て
い
く
で
し
ょ

て
市
民
の
た
め
に
執
行
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。
人
間
の
世
界
は
狐
狸
妖
怪
（
こ
り
よ

う
。
人
間
の
世
界
は
狐
狸
妖
怪
（
こ
り
よ

う
か
い
）、
世
界
で
も
日
本
の
中
で
も
、
小

う
か
い
）、
世
界
で
も
日
本
の
中
で
も
、
小

美
玉
市
の
中
で
も
同
様
の
世
相
で
あ
り
ま

美
玉
市
の
中
で
も
同
様
の
世
相
で
あ
り
ま

す
。
何
が
真
実
な
の
か
な
か
な
か
見
分
け

す
。
何
が
真
実
な
の
か
な
か
な
か
見
分
け

が
つ
か
な
い
の
が
、
今
の
時
代
な
の
か
も

が
つ
か
な
い
の
が
、
今
の
時
代
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
情
報
が
入
り
乱

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
情
報
が
入
り
乱

れ
、
正
し
い
も
の
が
何
で
あ
る
か
、
分
か

れ
、
正
し
い
も
の
が
何
で
あ
る
か
、
分
か

り
づ
ら
く
、
正
し
い
も
の
を
見
る
力
が
必

り
づ
ら
く
、
正
し
い
も
の
を
見
る
力
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
議
会
広
報
お

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
議
会
広
報
お

み
た
ま
」
も
議
会
の
正
し
い
情
報
を
皆
様

み
た
ま
」
も
議
会
の
正
し
い
情
報
を
皆
様

に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

　

今
、
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
設

　

今
、
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
設

置
す
る
た
め
議
員
が
勉
強
中
で
す
。
本
当

置
す
る
た
め
議
員
が
勉
強
中
で
す
。
本
当

に
良
い
も
の
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

に
良
い
も
の
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

議
員
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
利
私
欲
に
は
し
ら
な
い
よ
う
に
し
た

　

私
利
私
欲
に
は
し
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
田
）

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
田
）

発
行
編
集
責
任
者　
　
　
　

発
行
編
集
責
任
者　
　
　
　

議　
　

長　

村
田　

春
男

議　
　

長　

村
田　

春
男

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
　

委委　　
員員　　
長　

小
川　

賢
治

長　

小
川　

賢
治

副
委
員
長　

中
根　

要
樹

副
委
員
長　

中
根　

要
樹

委　
　

員　
　
　
　
　
　

委　
　

員　
　
　
　
　
　

戸
田　

見
成

戸
田　

見
成

関
口　

輝
門

関
口　

輝
門

福
島
ヤ
ヨ
ヒ

福
島
ヤ
ヨ
ヒ

長
島　

幸
男

長
島　

幸
男

谷
仲　

和
雄

谷
仲　

和
雄


